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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

　

 
１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第114期
第３四半期
連結累計期間

第115期
第３四半期
連結累計期間

第114期

会計期間
自 平成26年12月１日
至 平成27年８月31日

自 平成27年12月１日
至 平成28年８月31日

自 平成26年12月１日
至 平成27年11月30日

売上高 (千円) 4,913,910 4,603,855 6,595,520

経常利益又は経常損失(△) (千円) 25,267 △38,201 3,780

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純損失(△)

(千円) △12,911 △76,660 △41,204

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △11,033 △90,907 △34,135

純資産額 (千円) 1,525,650 1,411,413 1,502,397

総資産額 (千円) 5,832,606 5,545,978 5,722,093

１株当たり四半期(当期)純損失
金額(△)

(円) △1.06 △6.29 △3.38

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 26.2 25.4 26.3
 

 

回次
第114期
第３四半期
連結会計期間

第115期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成27年６月１日
至 平成27年８月31日

自 平成28年６月１日
至 平成28年８月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 0.13 1.67
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないために記載しており

ません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純損失」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純損失」としておりま

す。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

　

 
１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１） 業績の状況

当第３四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く事業環境は、海外では中国で緩やかな減速が続き、アジ

ア経済において弱さがみられるものの、東南アジア各国で持ち直しの動きもあり、安定的な成長が見込まれます。国内

の景気は、個人消費はおおむね横ばいとなっているものの、設備投資は持ち直しの動きも見られ、全体では緩やかな回

復基調が続きました。

しかしながら、当社の関係する自動車関連業界におきましては、国内新車販売台数は前年並みとなったものの、国内

の自動車生産台数は前年を下回る状況が継続したことから、関連業界の生産活動も弱い動きで推移しました。

このような状況の下、当社グループは新経営３ケ年計画を軸とした既存事業の拡販、新規製品の開発、内外の新規顧

客の開拓に対する活動を推進しました。国内では新規受託製品の製造販売に注力し受注を獲得するとともに、海外では

中国や東南アジアを中心とする積極展開を実施し、既存顧客への販売拡大と新規顧客の開拓を行いました。また、原油

ナフサ価格の下落に対応し、主要原料のより一層の原価低減を図るとともに、原材料の供給元の探索を積極的に行いま

した。生産におきましては、その時期や数量並びに在庫の適正化を行い、徹底した合理化を行いました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は４６億３百万円（前年同期比６．３％減）、営業損失は３３百万円

（前年同期は２２百万円の利益）、経常損失は３８百万円（前年同期は２５百万円の利益）となりました。また、保有

する福利厚生施設の一部につき減損損失を計上したため、親会社株主に帰属する四半期純損失は７６百万円（前年同期

は１２百万円の損失）となりました。。

 

（部門別の概況）

＜ゴム薬品＞

ゴム薬品の分野は、国内自動車販売台数は前年同期比で回復傾向が見られましたが、国内自動車生産をはじめタイ

ヤ・合成ゴム生産におきましては、当第３四半期においても前年割れの状態が継続しました。このような環境の下、販

売に注力し工業用ゴム製品向けは前年同期並みの販売数量となりましたが、タイヤ・合成ゴム向け薬品については販売

数量が減少したため、国内につきまして前年同期比で売上が減少しました。

輸出につきましては、当第３四半期に入り東南アジア経済において一部回復傾向が見られたことから、主力商品を中

心にこの地域の受注の拡大により一層努力した結果、前年同期比で販売数量を伸ばしました。しかしながら、当第３四

半期に入って、為替が第２四半期からさらに円高に進行したこととから、売上については前年同期比で減少となりまし

た。

この結果、この部門合計の売上高は２８億３８百万円（前年同期比５．９％減）となりました。

 

＜樹脂薬品＞

樹脂薬品の分野は、当社需要家に対し積極的に販売活動を行いましたが、国内外のアクリル酸・アクリル酸エステル

の生産が低調で推移したことと輸入品との競合による主要製品の販売減の影響により、国内の売上は減少しました。

輸出につきましては、厳しい為替環境の下、販売拡大のため新規顧客の開拓並びに既存顧客との交渉を行いました。

この結果、販売数量を伸ばした品目がありましたが、輸出全体では中国をはじめとする既存顧客の稼働が低調で推移す

るとともに、為替が当第３四半期も円高が進行し、他国企業との競合が一層激化したことから、売上が減少しました。

この結果、この部門合計の売上高は５億４９百万円（前年同期比１５．８％減）となりました。
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＜中間体＞

界面活性剤中間体は、顧客の生産が復調したことから、前年同期比で販売数量が増加しました。

染顔料中間体は、前年同期比で販売増となった品目もありましたが、原材料となる関連製品の需要の減少の影響により

主要品目の販売が低調だったことから、前年同期比で売上が減少しました。農薬中間体は、主要品目において顧客の受

注減により、全体として売上を減らしました。医薬中間体・機能性化学品は、品目により増減がありましたが、主要品

目において受注獲得に注力し売上増となったことから、前年同期比で売上が増加しました。

この結果、この部門合計の売上高は４億９９百万円（前年同期比０．２％増）となりました。

 

＜その他＞

環境用薬剤は、当社納入先の需要に合わせ生産を行いましたが、第２四半期の在庫調整影響もあり、前年同期比で売

上が減少しました。潤滑油向けは、国内海外向けとも販売が堅調であったことから、前年同期並みの売上となりまし

た。新規用途向けは、新規商品の販売を開始しましたが、品目により売上に増減があり、主要製品の売上が前年同期比

で減少となったことから、全体においても前年同期比で売上が減少しました。

この結果、この部門合計の売上高は７億１７百万円（前年同期比４．１％減）となりました。

 

（２） 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における資産につきましては５５億４５百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億７

６百万円減少いたしました。これは主に、受取手形及び売掛金が６０百万円、たな卸資産が８０百万円減少したことに

よります。

負債につきましては４１億３４百万円となり、前連結会計年度末に比べ８５百万円減少いたしました。これは主に、

支払手形及び買掛金が１億１０百万円減少したことによります。

純資産につきましては１４億１１百万円となり、前連結会計年度末に比べ９０百万円減少いたしました。これは主

に、利益剰余金が７６百万円減少したことによります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

（４）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は126,802千円（前年同期は128,184千円）であります。なお、当第

３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成28年８月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成28年10月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,200,000 12,200,000
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000株で
あります。

計 12,200,000 12,200,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年６月１日～
平成28年８月31日

－ 12,200,000 － 610,000 － 58,437
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成28年５月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

   平成28年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）　
普通株式　20,000

―
株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式 12,149,000 12,149

―

単元未満株式 普通株式 31,000 ― ―

発行済株式総数 12,200,000 ― ―

総株主の議決権 ― 12,149 ―
 

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式888株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成28年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株
式）　　　　川口化学工
業株式会社

東京都千代田
区　　　　　内神田２丁
目８番４号

20,000 ― 20,000 0.16

計 ― 20,000 ― 20,000 0.16
 

 

２ 【役員の状況】

　　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成28年６月１日から平成

28年８月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年12月１日から平成28年８月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、公認会計士　小林義典、同　落合智治両氏による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年８月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 662,037 635,715

  受取手形及び売掛金 2,026,258 1,965,329

  商品及び製品 748,330 687,087

  仕掛品 246,449 262,771

  原材料及び貯蔵品 280,111 244,549

  その他 14,987 14,806

  貸倒引当金 △2,026 △1,965

  流動資産合計 3,976,148 3,808,294

 固定資産   

  有形固定資産   

   機械装置及び運搬具（純額） 743,914 699,555

   その他（純額） 742,953 773,676

   有形固定資産合計 1,486,867 1,473,231

  無形固定資産   

   その他 8,147 12,870

   無形固定資産合計 8,147 12,870

  投資その他の資産   

   その他 252,445 253,097

   貸倒引当金 △1,515 △1,515

   投資その他の資産合計 250,930 251,581

  固定資産合計 1,745,945 1,737,683

 資産合計 5,722,093 5,545,978

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,048,009 937,253

  短期借入金 1,240,000 1,120,000

  1年内返済予定の長期借入金 731,244 28,044

  未払金 205,698 221,881

  未払法人税等 2,219 3,714

  未払消費税等 39,614 11,241

  賞与引当金 － 38,210

  その他 180,687 71,147

  流動負債合計 3,447,472 2,431,493

 固定負債   

  長期借入金 273,347 1,132,314

  役員退職慰労引当金 73,529 64,175

  退職給付に係る負債 277,552 342,723

  その他 147,793 163,858

  固定負債合計 772,222 1,703,071

 負債合計 4,219,695 4,134,564
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成27年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年８月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 610,000 610,000

  資本剰余金 58,437 58,437

  利益剰余金 804,899 728,238

  自己株式 △7,474 △7,550

  株主資本合計 1,465,863 1,389,125

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 23,329 14,606

  為替換算調整勘定 13,205 7,681

  その他の包括利益累計額合計 36,534 22,287

 純資産合計 1,502,397 1,411,413

負債純資産合計 5,722,093 5,545,978
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年12月１日
　至 平成27年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年12月１日
　至 平成28年８月31日)

売上高 4,913,910 4,603,855

売上原価 4,241,845 3,980,236

売上総利益 672,065 623,618

販売費及び一般管理費 649,213 656,647

営業利益又は営業損失（△） 22,851 △33,029

営業外収益   

 受取利息 366 355

 受取配当金 1,565 1,745

 不動産賃貸料 6,183 6,109

 受取補償金 4,775 －

 貸倒引当金戻入額 465 61

 その他 4,551 5,902

 営業外収益合計 17,908 14,175

営業外費用   

 支払利息 13,465 10,143

 為替差損 1,097 8,798

 その他 930 405

 営業外費用合計 15,493 19,347

経常利益又は経常損失（△） 25,267 △38,201

特別損失   

 固定資産除却損 4,288 437

 減損損失 － 51,112

 特別損失合計 4,288 51,549

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

20,978 △89,751

法人税、住民税及び事業税 990 930

法人税等調整額 32,900 △14,020

法人税等合計 33,890 △13,090

四半期純損失（△） △12,911 △76,660

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △12,911 △76,660
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年12月１日
　至 平成27年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年12月１日
　至 平成28年８月31日)

四半期純損失（△） △12,911 △76,660

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 3,078 △8,722

 為替換算調整勘定 △1,200 △5,523

 その他の包括利益合計 1,878 △14,246

四半期包括利益 △11,033 △90,907

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △11,033 △90,907

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

 
当第３四半期連結累計期間

(自 平成27年12月１日 至 平成28年８月31日)

該当事項はありません。
 

 

(会計方針の変更等)

 
当第３四半期連結累計期間

(自 平成27年12月１日 至 平成28年８月31日)

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基
準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　
平成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。
当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表の組替えを行っ
ております。
 

 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第３四半期連結累計期間

(自 平成27年12月１日 至 平成28年８月31日)

該当事項はありません。
 

 

(追加情報)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年12月１日 至 平成28年８月31日)

（法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正）
　「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正する等の法律」
（平成28年法律第13号）が平成28年３月31日に公布されたことに伴い、平成28年４月１日以後に開始する連結会
計年度から法人税率等の引下げ等が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の
計算に使用する法定実効税率は前連結会計年度の計算において使用した32.34％から平成28年12月１日に開始する
連結会計年度及び平成29年12月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異等については30.86％
に、平成30年12月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異等については、30.62％となりま
す。
　この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）が7,358千円減少し、法人税
等調整額が7,736千円、その他有価証券評価差額金が378千円それぞれ増加しております。
 
(表示方法の変更)
(連結損益計算書関係)
　前第３四半期連結累計期間において、「営業外費用」の「その他」に含めていた「為替差損」は、営業外費用
の総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間より独立掲記することとしております。この表示方
法の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間の連結財務諸表の組替えを行っております。
　この結果、前第３四半期連結累計期間の連結損益計算書において、「営業外費用」の「その他」に表示してい
た2,027千円は、「為替差損」1,097千円、「その他」930千円として組み替えております。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年12月１日
至 平成27年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年12月１日
至 平成28年８月31日)

減価償却費  243,392千円 209,179千円
 

　
 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成26年12月１日 至 平成27年８月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当た
り配当額
(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年２月26
日定時株主総会

普通株式 36,546 3.00 平成26年11月30日 平成27年２月27日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

　　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成27年12月１日 至 平成28年８月31日)

１．配当金支払額

　　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

　　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループにおいては、有機化学工業薬品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年12月１日
至 平成27年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年12月１日
至 平成28年８月31日)

１株当たり四半期純損失金額（△） △1円06銭 △6円29銭

 (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）(千円) △12,911 △76,660

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損失金
額（△）(千円)

△12,911 △76,660

普通株式の期中平均株式数(株) 12,181,047 12,179,112
 

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年10月12日

川口化学工業株式会社

取締役会  御中

 

小林義典公認会計士事務所
 

 

公認会計士  　　小　　林　　義　　典 　　　 印
 

 

落合公認会計士事務所
 

 

公認会計士  　　落　　合　　智　　治　　　　 印
 

 

私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている川口化学工業株式会

社の平成27年12月１日から平成28年11月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成28年６月１日から平成

28年８月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年12月１日から平成28年８月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

私たちの責任は、私たちが実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を

表明することにある。私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

私たちは、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、川口化学工業株式会社及び連結子会社の平成28年８月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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